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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 9月 21日 (2007.9.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 幾 つ か の 光 検 出 器 を 利 用 し て 複 数 の 試 料 を 同 時 に 測 定 す る 装 置 に は 、 試 料 数 だ け 用 意 さ
れ た 個 々 の 光 検 出 器 を 使 用 し て 、 一 つ の 試 料 か ら 放 出 さ れ た 光 を 一 つ の 光 検 出 器 が 測 定 す
る 装 置 （ Ｃ ｅ ｐ ｈ ｅ ｉ ｄ 　 Ｓ ｍ ａ ｒ ｔ 　 Ｃ ｙ ｃ ｌ ｅ ｒ （ 登 録 商 標 ） ）
と 、 大 面 積 の 光 を 色 々 な 試 料 に 一 度 に 照 射 し た 後 、 試 料 か ら 放 出 さ れ た 光 を 一 つ の 大 面 積
の Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ ） で 測 定 す る 装 置 （ Ａ Ｂ Ｉ 　 Ｐ
ｒ ｏ ｉ ｓ ｍ 　 ７ ０ ０ ０ （ 登 録 商 標 ） 、 Ｂ ｉ ｏ Ｒ ａ ｄ 　 ｉ Ｃ ｙ ｃ ｌ ｅ ｒ （ 登 録 商 標 ） ） と が
あ る 。 し か し 、 試 料 数 と 同 じ 数 の 個 々 の 光 検 出 器 を 使 用 す る 場 合 、 そ
れ ぞ れ の 光 検 出 器 の 前 に は 、 分 光 の 必 要 な 波 長 帯 域 を カ バ ー す る フ ィ ル タ が 位 置 し 、 こ れ
に 対 応 し て 検 出 器 も 多 チ ャ ン ネ ル 測 定 可 能 に 構 成 せ ね ば な ら な い の で 、 サ ン プ ル 数 に 比 べ
て 、 過 度 に 多 く の 光 検 出 器 が 消 耗 さ れ る と い う 短 所 が あ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ を 利 用 す る 場 合 に は 、
一 つ の フ ィ ル タ ホ イ ー ル の み を 使 用 し て も 良 い が 、 蛍 光 分 析 で 要 求 さ れ る 精 度 を 有 す る 大
面 積 Ｃ Ｃ Ｄ が 非 常 に 高 コ ス ト の 部 品 で あ る た め 、 や は り 多 チ ャ ン ネ ル 試 料 分 析 装 置 の 製 造
コ ス ト が 上 昇 し て 、 小 型 分 析 装 置 に は 不 適 で あ る 。 こ の と き 、 色 々 な 波 長 を 利 用 し て 多 チ
ャ ン ネ ル 分 析 を 行 う た め に 、 図 ２ に 示 し た よ う に 、 Ｃ Ｃ Ｄ の 前 に 回 転 す る フ ィ ル タ ホ イ ー
ル を 配 置 す る こ と が 通 常 で あ る 。 し か し 、 Ｃ Ｃ Ｄ の 測 定 解 像 度 と 関 連 し た フ レ ー ム レ ー ト
（ 秒 当 た り に Ｃ Ｃ Ｄ が 読 み 出 す 画 面 の 数 ） の 制 限 の た め に フ ィ ル タ ホ イ ー ル の 速 度 を 向 上
さ せ る の に も 一 定 の 限 界 が あ っ て 、 幾 つ か の 波 長 を 高 速 で 測 定 す る の に は 依 然 と し て 制 限
が あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し た が っ て 、 一 つ の 光 検 出 器 及 び フ ィ ル タ ホ イ ー ル の み を 使 用 し て 、 複 数 の 試 料 を 高 速
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で 色 々 な 波 長 に 対 し て 測 定 で き る 新 た な 検 出 部 が 要 求 さ れ る 。
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【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ３ ／ ０ １ ４ ８ ５ ０ ５ 号 明 細 書

(2) JP 2006-78481 A5 2007.11.8


	header
	written-amendment

